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No.73号

「協
働
」
時
代
の

坪
田
　
知
広

（つ
ぼ
た
　
と
も
ひ
ろ
）

社
会
教
育
の
手
法
が
極
め
て
有
効
で
あ
る

こ
と
が
、

認
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

我
々
は
、

こ
の
よ
う
な
期
待
に
、

十
分

に
応
え
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
は
、

予
算
の
削
減
、

人
員
の
減

少
な
ど
、

現
在
、

社
会
教
育
行
政
は
逆
境

に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ヤ
ー
を
巻
き
込
ん
で
勒
例
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、

社
会
総
が
か
り
で
教
育
に
取
り

組
む
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

私
は
、

そ
の
た
め
の
従
と
な
る
の
が
、

社
会
教
育
委
員
の
皆
様
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、

社
会
教
育
委
員
制
度
は
、

「行
政
と
市
民
と
の
架
け
橋
」
と
し
て
村

想
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

社
会
教
育
法
の

制
定
か
ら
６０
年
以
上
が
経
過
し
た
今
、

社

会
教
育
委
員
の
皆
様
の
役
割
は
、

色
継
せ

る
ど
こ
ろ
か
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に

な

っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

折
し
も
、

近
年
教
育
委
員
会
制
度
に
対

し
て
様
々
な
厳
し
い
日
が
向
け
ら
れ
、

改

今
後
、

こ
の
逆
境
を
打
破
し
、

社
会
教

　

■
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教

育
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
応
え
て
い
く
た
　

育
に
つ
い
て
も
、

生
涯
学
習
分
科
会
年
に

め
に
は
、

行
政
が
そ
の
古
い
殻
を
破
り
、

　

お
い
て
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
部
局
と
連
携
し
、

ま
た
、

企
業
や
Ｎ
　

亨！
」
で
は
、

今
後
の
行
政
制
度
の
在
り
方

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
地
域
社
会
の
様
々
な
プ
レ
イ

　

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

制
度

と
い
う
器
が
立
派
に
な
っ
て
も
、

器
を
満
た
す
酒
の
味
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
教
育
委
員
の
皆
様
に
は
、

現
状
に
安
仕
せ
ず
、

ま
す
ま
す

積
極
的
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

平
成
７
年
４
月

平
成
１０
年
９
月

平
成
「
年
８
月

平
成
１７
年
４
月

平
成
２。
年
４
月

平
成
勢
年
７
月

平
成
２４
年
８
月

平
成
２５
年
４
月
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社
会
教
育
委
員
制
度

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
長

坪
田
　
知
広

平
成
２５
年
６
月
１４
日
、

「第
２
期
教
育

振
興
基
本
計
皿
」
が
開
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

本
計
画
で
は
、

そ
の
基
本
的
方
向
性

の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「絆
づ
く
り
と
活
力

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
」
を
掲
げ
て

お
り
、

米
本
的
方
向
性
を
支
え
る
環
境
准

備
と
し
て
、

「社
会
教
育
推
進
体
制
の
強

化
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

工
い
に
教
え
合
い
、

学
び
合
う
こ
と
を

通
じ
て
、

ツ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
（社

会
関
係
資
本
。

様
々
な
人
々
の
つ
な
が

り
や
支
え
合
い
）
を
形
成
し
て
い
く
の
に
、

ロ
ブ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
成
４
年
４
月
　
文
部
省

（現
　
文
部
科
学
省
）
高
等
教
育
局
私
学
行
政
課

ク
　
生
涯
学
習
局
社
会
教
育
課
法
規
係
長

ク
　
体
育
局
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
課
長
補
佐

二
重
県
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

文
部
科
学
省
科
学
技
術
　
学
術
政
策
局
企
画
官

観
光
庁
観
光
地
域
振
興
課
地
域
競
争
力
強
化
支
援
室
長

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
総
務
課
広
報
室
長

ク
　
　
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
長

(1)
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き
ら
り
輝
く
人

。
ま
ち
づ
く
り

二
重
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

会
長
湯
浅
　
祥
司

「あ
な
た
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
は
社

会
教
育
だ
か
ら
」
と
い
う
説
明
で
、

市
の

社
会
教
育
委
員
を
お
受
け
し
て
か
ら
１５
年
。

美

合
つ
ま
）
し
回
二
重
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
　
東
海
北
陸
大
会
の
実
行
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
と
よ

り
浅
学
非
才
の
身
で
す
の
で
、

教
え
て
い

た
だ
く
こ
と
の
方
が
多
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。所

属
す
る
市
の
社
会
教
育
委
員
会
議
も

活
発
で
す
が
、

県
、

東
海
北
陸
、

全
国
に

な
る
と
、

社
会
教
育
を
心
よ
り
愛
し
実
践

さ
れ
て
い
る
方
に
お
会
い
で
き
ま
す
。

皆

様
と
の
会
話
か
ら
本
物
の
「社
会
教
育
」

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

人
生
８０
歳
ま
で
生
き
て
三
万
日
。

私
た

ち
を
育
ん
で
く
れ
た
社
会

へ
の
恩
返
し
を

検
討
す
る
と
き
、

こ
れ
以
上
の
場
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

三
二
大
会
で
は

「す
ご
い
や
ん
か
―
き

ら
り
姫
く
人
　
ま
ち
づ
く
り
ｉｎ
二
重
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

社
会
教
育
法
が
で
き
た

頃
に
は
考
え
ら
れ
な
か
つ
た
、

間
日
が
広

く
奥
行
き
の
あ
る
「学
校
　
家
庭
　
地
域

を
大
切
に
し
た
　
人
が
姫
き
、

物
創
す
る

社
会
教
育
の
推
進
」
を
研
究
主
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
大
会
は
全
国
社
会
教
育
委
員
迪
合
設

立
５０
周
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

大
会
運

営
は
少
し
迦
を
変
え
、

初
め
て
の
試
み
と

し
て
全
体
会
の
中
で
県
内
全
２９
市
町
と
開

係
団
体
の
取
組
み
を
、

実
践
交
流
広
場
で

発
表
い
た
し
ま
す
。

平
た
く
言
え
ば
、

社

会
教
育
実
践
の
参
加
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

≡ヽ
」
で
は
皆
様
と
の
関
わ
り
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
ブ
ー
ス
内
で
「
同
業
者
」

と
し
て
大
い
に
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

社
会
教
育
活
動
の
継
続
に
は
、

熱
意

マ
ン
パ
ワ
ー
や
資
金
が
要
り
ま
す
。

活
動
を
１０
年
継
続
で
き
れ
ば
、

市
民
権

が
得
ら
れ
ま
す
。

５０
　
　
け
ば
、

世
の
中

で
広
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

千
年
続
け
ば
、

日
の
歴
史
を
形
作
り
ま
す
。

今
回
の
三
童
大
会
で
は
、

様
々
な
節
日

が
重
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、

来
年
７
月
７
日
、

世
界
道

産
　
熊
野
古
道
は
登
録
１０
周
年
を
迎
え
ま

す
。

展
示
４０
ブ
ー
ス
の
中
に
は
古
道
へ
の

住
民
参
画
事
例
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、

前
記
の
よ
う
に
、

今
年
は
全
国

社
会
教
育
委
員
道
合
が
昭
和
３８
年
に
全
国

組
織
に
な
っ
て
５０
年
、

法
人
化
３０
周
年
に

も
あ
た
り
ま
す
。

さ
ら
に
、

本
大
会
は
、

２０
年
に

一
度
の

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
の
中
で

一
番
大
切
な

儀
式
、

遷
御
の
儀
の
直
後
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

神
官
に
は
鎮
座
二
千
年

　
遷
宮

千
三
百
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

２０
年
と
い
う
絶
妙
の
期
間
で
区
切
り
、

文

化
　
技
術
を
民
問
の
次
世
代
へ
伝
水
さ
せ

る
プ
ロ
セ
ス
が
ご
遷
官
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、

大
会
２
日
日
（１０
月
２４
日
）

に
は
、

外
宮
で
の
実
践
視
察
研
修
も
準
備

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、

私
た
ち
県
内
６０
余
名
の
実
行
委

員
は
、

統

一
名
刺
を
作
成
し
ま
し
た
。

名

刺
に
は
、

そ
の
長
さ
で
ギ
ネ
ス
を
目
指
し

た

「真
珠
の
首
飾
り
」
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
、　

一
個

一
個
光
り
輝
く
真
珠
玉
に
社

会
教
育
委
員

一
人
ひ
と
り
を
、

真
珠
工
の

集
合
体
で
あ
る
首
飾
り
に
社
会
教
育
委
貝

同
士
の
つ
な
が
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

こ
の
想
い
が
今
大
会
の
根
底
を
流
れ
て
く

れ
た
ら
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

昭
和
２４
年
６
月
生
ま
れ
の
社
会
教
育
法

は
変
貌
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

成
立
後

か
ら
続
く
「自
前
型
」
か
ら
「
不
ツ
ト
ワ
ー

ク
型
」
へ
の
変
化
は
、

予
想
以
上
の
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。

「社
会
教
育
」
は

大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ぜ
ひ
第
５５
回

二
重
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

全
国
の

皆
様
と
も
つ
と
大
き
な
球
を
築
き
、

今
後

の
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

う
ち
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◇大会の概要
1  ス ローガン

2  研 修 主 題

3  期      日

4 大 会参加費

5 会  場

(全体会〉

(分科会〉

6 大 会日程

「すごいやんか ! き らりllTく人 ま ちづ くり in 二 重」

「学校、家庭、地域を大切にした 人 がlrFき、協創する社会教育の推進」

平成25年10月23日 (水)～25日 (金)

5,000円/人

三重県営サンアリーナ (三宣県伊勢市朝熊町字鳴谷4383‐4)

伊勢志摩ロイヤルホテル(二重県志摩市磯部町的矢字笠取939‐6)

志摩市阿児アリーナ(三童県志摩市阿児町神明1074番地14)

志摩市立図書館 (「可児ライブラリー)(二 重県志摩市lHT児町神明10秘‐15)

《第 1 日目》

10月 23日 (水)会場 :

社教運理事会

社教連総会

二重県営サン
４

５

り

０

０

ァ

０

３

０

０

　

　

０

５

０

５

５

０

０

０

２

０

　

　

０

１

１

３

５

２

０

１

５

７

　

　

２

２

３

４

４

６

７

７

ナ

ー

ー

　

ナ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

一

”

”
　

一

”

一

一

”

”

一

一

”

《第2日 日》
10月 24日 (木)会場 i三

【受 付 】
学習成果の発表①

開会行事
社会教育実践交流広場

学習成果の発表②
シンポジウム

学習成果の発表③

サ

ー

２

２

３

４

５

６

７

営

１

１

１

１

１

１

１

１

県重 ン り

０

０

０

５

０

０

０

０

ァ

２

０

２

１

４

０

３

０

次回開催地接拶
～第54回 山梨大会にて～

閉会行事

《第3日 目》

10月 25日 (金)会場 :伊勢志摩ロイヤルホテル

志摩市阿児アリーナ

志摩市立図書館(阿児ライブラリー)

【受 付 】           9:00～  9i30
分科会〔6分科会を設定〕   9i30～ 12:00

二重県社会教育委員連絡協議会会長

第55回 全国社会教育研究大会二重大会実行委員会委員長  湯 浅 神 司

平成25年 度社会教育研究大会一覧

全国大会   (三 重大会) 10月 23日 (水)～ 25日 (金)

北海道地区  (根 室大会) 9月 19日 (水)～ 20日 (金)

東北地区   (岩 手大会) 10月 9日 (水)～ 10日 (木)

関東甲信越静地区 (栃木大会) 11月 14日 (木)～ 15日 (金)

東海北隆地区 →  全 国大会 と合同開催

近畿地区   は 日歌山大会)9月 5日 (木)

中国四国地区 (広 島大会) 11月 21日 (木)～ 22日 (金)

九州大会   (長 崎大会) 11月 14日 (木)～ 15日 (金)

二重県伊勢市ほか

北海道根室市

岩手県盛岡市

栃木県 日光市

和歌山県本l歌山市

広島県尾道市

長崎県長崎市
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社
会
教
育
委
員
は
隙
間
産
業
の

担
い
手
？

京
都
府
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

会
長

杉
本
　
厚
夫

先
日
、

町
内
会
の
地
域
清
掃
が
あ
っ
た

の
で
参
加
し
ま
し
た
。

道
路
の
班
と
公
園

の
班
に
別
れ
て
掃
除
を
し
ま
す
。

私
は
公

園
の
班
で
し
た
が
、

行
っ
て
み
る
と
、

す

で
に
皆
さ
ん
が
手
際
よ
く
掃
除
さ
れ
て
い

て
、
ど
こ
を
掃
険
し
て
い
い
の
か
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
日
に
つ
い
た
汚

い
所
を
婦
除
し
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、

公
園
班
の
人
か
ら
「杉
本
さ
ん
、

そ
こ
は

道
路
の
班
が
や
る
と
こ
ろ
で
す
よ
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
し

て
道
路
班
の
人
が
来
ら
れ
た
の
で
、

「す

み
ま
せ
ん
。

道
略
班
の
と
こ
ろ
を
掃
除

し
て
い
ま
す
」
と
言
う
と
、

「
い
え
い
え
、

そ
こ
は
、

公
園
の
一
部
で
す
よ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
分
か
り
ま
し

た
。

な
ぜ
、

こ
こ
が
汚
か
っ
た
の
か
。

そ

つヽ
で
す
、

公
園
班
も
道
路
班
も
、

そ
こ
が

相
手
の
場
所
だ
と
し
て
、
ど
ち
ら
も
掃
除

し
な
い
か
ら
な
の
で
す
。

そ
こ
で
思
い
ま
し
た
。

社
会
教
育
委
員

の
活
動
は
こ
の
よ
う
な
狭
間
を
掃
険
す
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
つヽ
か
。
と
り
わ
け
、

学
校
と
地
域
の
狭
間
で
、

子
ど
も
た
ち
を

め
ぐ
る
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

京
都
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
の
青
少
年
団
体

が

一
緒
に
な
っ
て
「
い
じ
め
」
や
「非
行
」

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、

課
題
を
抱
え
て
い
る
学
校
が

地
域
に
呼
び
か
け
、

地
域
の
大
人
た
ち
が

学
校
で
清
掃
活
動
を
し
た
り
、

花
を
植
え

た
り
し
て
、

課
題
を
解
決
し
た
学
校
も
あ

り
ま
す
。

昨
年
の
１２
月
に
起
こ
っ
た
大
阪

市
立
桜
ノ
宮
高
校
で
の
体
罰
に
よ
る
自
殺

は
、

正
課
と
課
外
の
狭
間
で
起
こ
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

そ
こ
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
存
在

し
た
ら
、

あ
る
い
は
地
域
の
大
人
た
ち
が

関
わ
っ
て
い
て
く
れ
た
ら
、

未
然
に
防
げ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
委
員

は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
教
育
団
体
を
つ
な

ぎ
、

隙
間
を
埋
め
る
こ
と
。
も
っ
と
積
極

的
に
は
、

各
社
会
教
育
団
体
を
コ
ー
デ
イ

ネ
ー
ト
し
て
、

住
民
に
と
っ
て
豊
か
な
社

会
を
提
供
で
き
る
企
画
を
す
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
意
味
で
は
、

社

会
教
育
委
員
は
現
代
の
教
育
界
に
あ
つ
て
、

そ
の
隙
間
産
業
を
担
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
す
が
、

如
何
で
し
ょ
う
か
？

社会教育手帳 会議の備忘録等に最適です

新書版 定 価1,260円(税込)

主な内容

1 備 忘録と生活情報

2 社 会教育資料

3 全 国社会教育委員連合の概要

―好評発売中―

社会教育委員のためのQ&A 社会教育委員 必 読の一冊

A5判  定価1260円 (税込)
企画 編集/
(―社)全国社会教育委員連合
発行/(株 )美巧社

主な内容

社会教育とは、社会教育と生涯学習

社会教育委貝委嘱の範囲

諮問に応 じるとは

教育委員会へのr7」言とは

必要な研究調査とは

社会教育委員制度の活性化

社会教育と社会敦有行政

実際生活に即するとは

環境を醸成するとは

社会教育を行う者とは

社会教育の振興と地方公共団体の任務

公の支配に幅しないとは

教育委員会と社会教育関係田体の関係

(4)
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生
涯
学
習
施
策
に
関
す
る

調
査
研
究
事
業

当
連
合
で
は
、
こ
の
た
び
文
部
科
学
省

か
ら

「生
涯
学
習
施
策
に
関
す
る
調
査
研

究
事
業
」
を
受
託
い
た
し
ま
し
た
。

研
究

期
間
は
平
成
２５
年
８
月
１
日
～
平
成
２６
年

３
月
１４
日
、

研
究
テ
ー
マ
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
に
寄
与
す
る
社
会
教
育
推
進
体

制
の
あ
り
方
に
関
す
る
課
題
研
究
」
で
す
。

以
下
に
研
究
の
趣
旨
と
内
容
等
に
つ
い
て

肌
略
を
紹
介
し
ま
す
。

１
　
調
査
研
究
の
赳
旨

第
２
次
世
界
大
戦
後
我
が
国
の
社
会
教

育

（行
政
）
は
、

公
民
館
や
民
間
の
社
会

教
育
関
係
団
体
等
に
よ
り
、

地
域
課
題
に

関
す
る
学
習
と
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

み
が
推
進
さ
れ
、

そ
の
実
施
が
高
く
評
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
年
の

社
会
情
勢
の
変
化
及
び
東
日
本
大
震
災
な

ど
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
　
存

続
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
、
こ
う

し
た
誹
題
に
対
応
し
う
る
社
会
教
育
の
推

進
体
制
の
あ
り
様
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
体
制
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、

そ
の
中
核
的
役
割
を
担

っ
て

い
る
社
会
教
育
委
員
及
び
社
会
教
育
主
事

が
抱
え
る
課
題
、

今
後
の
役
割
と
あ
り
方
、

両
者
の
協
働
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

有

識
者
に
よ
る
研
究
委
員
会
を
設
置
し
、

先

行
研
究
、

都
道
府
県
に
お
け
る
社
会
教
育

行
政
組
織
、

専
門
的
職
員
の
任
用
と
研
修
、

社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
と
研
修
、

活
動
等

に
関
す
る
全
国
的
な
情
報
の
収
集
、

社
会

教
育
委
員
及
び
社
会
教
　
　
事
を
設
置
す

る
地
方
公
共
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
を
も
と
に
討
議
を
行
い
、

今
後
の
我
が

国
の
社
会
教
育
推
進
体
制
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
際
の
情
報
源
、

基
礎
資
料
と
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
　
具
体
的
な
内
容
及
び
計
画

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

①
計
画
内
容

○
研
究
課
題

ア
　
マ

まヽ

エ
テ
ィ
の
現
状
と
課
題

イ
　

」ヽ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
委
員
、

社
会
教
育
主
事
の
役
割
と

求
め
ら
れ
る
能
力

ウ
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

に
お
け
る
社
会
教
育
推
進

体
制
の
あ
り
方

○
研
究
方
法
と
主
な
内
容

ア
　
有
識
者
か
ら
な
る
研
究
委
員

会
の
設
置

イ
　
先
行
研
究
に
関
す
る
情
報
、

資
料
の
収
集

ウ
　
全
国
的
情
報
の
収
集

エ
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

（ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
地
域
）

。
社
会
教
育
の
推
進
に
先
導
的

取
組
み
を
展
開
し
て
い
る
県

及
び
市
町
村
を
数
か
所
選
定

す
る
。

（ヒ
ア
リ
ン
グ
の
主
な
内
容
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
と
課
抱

に
関
す
る
地
域
特
性
と
地
方
自

治
休
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
策

こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
委
員
、

社
会
教
育
主
事
の
役
割
と
求

め
ら
れ
る
能
力

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に

お
け
る
社
会
教
育
推
進
体
制

に
関
す
る
現
状
と
課
題
及
び

展
望

・
教
育
委
員
会
と
首
長
部
局
の
連

携
事
例

（事
業

推
進
組
織
等
）

の
現
状
把
握

官

（教
育
委
員
会
、

首
長
部
局
）

と
民

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

地
域
団
体
、

社
会
教
育
団
体
等
）
の
連
携
事

例
の
実
態
把
握

地
域
に
お
け
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
社
会

教
育
」
の
評
価

②
研
究
日
程

○
研
究
委
員
会

８
月
２８
日
か
ら
５
回
以
内

○
全
国
的
情
報
の
収
集

８

月

～

９

月

○
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

８
月
～
１０
月
（予
定
）

文
部
科
学
省
か
ら調

査
研
究
事
業
を
受
話
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清
固
祐
二

松
岡
広
降

鈴
木
員
理

頂
中
昌
志

３
　
当
　
　
度
に
お
け
る
成
果
の
目
標

社
会
教
育
委
員
及
び
社
会
教
育
主
事
が

抱
え
る
課
題
、

今
後
の
役
割
と
あ
り
方
、

両
者
の
協
働
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

有

識
者
に
よ
る
研
究
委
員
会
を
設
置
し
、

先

行
研
究
、

都
道
府
県
に
お
け
る
社
会
教
育

行
政
組
織
、

専
門
的
職
貝
の
任
用
と
研
修
、

社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
と
研
修
に
関
す
る

全
国
的
な
情
報
の
収
集
、

社
会
教
育
委
員

及
び
社
会
教
育
主
事
を
設
置
す
る
地
方
公

共
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
を
も
と

に
討
議
を
行
い
、

我
が
国
の
社
会
教
育
推

進
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
定
の
見
解

を
出
し
ま
す
。

○
研
究
委
員

上
保
秀
元
　
宮
崎
大
学
名
誉
教
授

（
一
社
）
全
国
社
会
教

育
委
員
連
合
副
会
長

山
町
清
男
　
大
分
大
学
副
学
長

大
分
県
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
会
長

上
野
景
三
　
佐
賀
大
学
教
授

佐
賀
県
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
会
長

香
川
大
学
生
涯
学
習
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

香
川
県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
会
長

神
戸
大
学
教
援

神
戸
市
社
会
教
育
委

員
会
議
議
長

青
山
学
院
大
学
教
授

神
奈
川
　
　
会
教
盲
委

絡
協
議
会
会
長

目
立
教
育
政
策
研
究
所

社
会
教
育
実
践
研
究

セ
ン
タ
ー
社
会
教
育

調
査
官

束
京
都
教
育
庁
地
域
教

育
支
援
部
生
涯
学
習

課
支
援
担
当
係
長

（
一
社
）
全
国
社
会
教

育
委
員
逆
合
会
長

（
一
社
）
全
国
社
会
教

育
委
員
連
合
常
務
理

事（
一
社
）
全
国
社
会
教

育
委
員
連
合
事
務
局

長

学
び
を
通
じ
た
被
災
地

の
地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ

イ
再
生
支
援
事
業

文
部
科
学
省
が
平
成
２４
年
か
ら
推
進

し
て
い
る

「
学
び
を
通
じ
た
被
災
地
の

地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
再
生
支
援
事
業
」

を

「
被
災
３
県
に
お
け
る
社
会
教
育
委

員
復
興
支
援
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
て
推
進
す
べ
く
申
請
し
て
い
た
と
こ

ろ
、

こ
の
た
び
受
託
が
決
定
し
、

具
体

的
な
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

○
社
会
教
育
関
係
職
員
　
指
導
者
研
修

①
宮
城
県
会
場

（仙
台
市
）

②
福
島
県
会
場

（
い
わ
き
市
）

○
イ
ベ
ン
ト
、

学
習
　
講
座
の
開
催

①
沿
岸
被
災
地

の
親
子
自
然
学
校

（岩
手
県
追
野
市
）

②
被
災
者
の
交
流
と
防
災
　
安
全
学

習

（岩
手
県
全
石
市
）

③
家
庭
教
育
講
座

含
石
手
県
大
槌
町
）

④
子
育

て
支
援
と
家
庭
教
育
学
級

（宮
城
県
気
仙
沼
市
）

⑤
夏
休
み
子
ど
も
の
体
験
交
流
事
業

「楽
市
白
河
」
（福
島
県
白
河
市
）

⑥
学
び
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

（福
島
県
い
わ
き
市
）

〇
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
、

宮
城
県
、

福
島
県

の
全
社
会
教
育
委
員
に
対
し
、

大
震
災
発
災
時
お
よ
び
復
旧
　
復
興

ヘ

の
意
識
と
活
動
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
現
在
と
り
ま
と
め
を

行

っ
て
い
ま
す
。

訃

報平
成
２５
年
６
月
２３
日
に
、

元
秋

田
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

宮
赳
道
晃
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

宮
越
氏
は
平
成
１４
年
に
当
連
合
の

会
長
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

柿
業
　
隆

林
　
洋
子

○
顧
問

大
橋
訴
策

○
事
務
局

坂
本
　
査
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本
年
度

の
「
社
会
教
育
委
員
連
合
会

長
表
彰
」
の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
２５
年
１０
月
２４
日
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会

合
二
重
大
会
）
開
会
式
の
席
上

で
、

次
の
６７
名
の
方
々
が
表
彰
状
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

表
彰
状
受
賞
者

（敬
称
略
）

都
道
府
県
名

所
尻
自
治
体
　
氏
　
　
名

北

海

道

登

別

市

川

島

芳

治

仁

木

町

嘉

屋

達

朴

知

内

町

手

塚

　

守

乙

部

町

山

口

方

子

北

海

道

古

抜

英

た

青

森

県

束

通

村

束

回

惣

一

人

戸

市

平

間

忠

美

Ｈ石

手

県

久

慈

市

木
地
谷
シ
キ

岩

泉

町

工

藤

幸

雄

秋

田

県

横

手

市

中

安

則

光

山

形

県

尾
花
沢
市

鈴

木

正

司

福

島

県

郡

山

市

国

馬

善

郎

二
木
松
市

芥

昨

　

一万

栃

木

県

栃

木

県

池

　

節

子

宇
都
宮
市

度

瀬

隆

人

杵

馬

県

伊
勢
崎
市

下

境

孝

雄

み
な
夕

町

林

か

の

子

埼

玉

舛

羽

生

市

小

西

弘

位

述

生

町

比
留
間
英
雄

千

葉

県

佐

合

市

木

原

義

本

木
更
津
市

蘇

我

芳

章

束
よ
称
市
町
村

国
分
寺
市

柏
谷
チ
プ

ル

神
奈

川
県

秦

野

市

佐
野
美

三
雄

新

潟

県

上

越

市

竹

内

伊

泣

富

山

県

射

水

市

村

田

郁

雄

舟

柿

村

竹

鳥

和

子

石

川

県

内

跳
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「社
教
連
」
だ
よ
り

平
成
２５
年
度

第
１
回
理
事
会
　
総
会
開
催
さ
れ
る

平
成
２５
年
度
第
１
回
「社
教
連
」
埋
　
下

総
会
が
、

去
る
５
月
９
日

（木
）
日
本
弘
道

会
ビ
ル
８
附
　
　
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
公
に
先
立
ち
、

来
賓
の
坪
口
知
広
文

部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課

長
よ
り
「社
会
教
育
　
生
涯
学
習
に
関
す
る

最
近
の
　
　
」
に
つ
い
て
ご
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

続
い
て
①
平
成
２４
年
度
の
車
業
報
告

決
算
報
告
　
　
５５
回
全
国
社
会
教
育
研
究

大
会

全
二
重
大
会
）
に
つ
い
て
　
　
５６
回
全

国
社
会
教
育
研
究
大
会

（徳
島
大
会
）
に
つ

い
て
　
　
フ
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会

（大
分
大
会
）
に
つ
い
て
⑥
役
員
の
改
選
に

つ
い
て
⑤
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
事
項
と
し
て
、　

　
会
教
育

委
員
活
動
活
性
化
セ
ミ
ナ
ｌ
②
助
成
事
業

③
社
教
情
報
の
貼
読
④
束
日
本
人
震
災
の

義
援
金
⑤
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う
当

連
合
の
対
応
に
つ
い
て
、

資
料
に
基
づ
き

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「組
織
の
あ

に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
」
校

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、

設
置

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

構
成
等
共

体
的
な
捉
未
は
第
２
回
型
　
ム
　
総
会
で

計
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２５
　
２６
年
度
役
員

会
長
（代
表
理
事
）
大
　
　
策

常
務
理
事
（　
　
　
　
型
事
）
坂
本
登

副
会
長
上
條
秀
元
、

湯
浅
祥
司
、

美
馬

義
明

理
事
　
菊
池
能
三
郎
、

内
海
隆
、

永
田

幸
男
、

鈴
木
文
男
、

大
橋
清
司
、

伊
藤
晴
美
、

石
岡
佐
平
、

鈴
木

員
型
、

持
木

一
次
、

複
本
浩
巳
、

高
田

一
宏
、

右
本
キ
、

江
頭

明
文
、

新
納
尭
英
、

相
庭
和
彦
、

小

監
車
　
中
山
　
心、
秋
元
一分
夫

霊
年
袈
惜
録
赳
窮理
基
委
員
〈盃
用
催

５
月
１１
日
（上
）
に
「社
教
情
報
」
仰
号
の

編
集
委
員
会
を
日
本
弘
道
会
ビ
ル
内
の
車

務
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

発
行
は
９
月

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
の
計
細
は

下
棚
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

指
定
都
市
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
に

出
席５

月
３‐
日

（金
）
に
新
　
　
で
行
わ
れ
た

上
佐
変
万
副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

各
県
の
総
会
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す

△
　
度
も
、

当
連
合
の
役
貝
が
各
県
の

総
会
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
委
白暴
活
動
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

７
月
２６
日

（金
）
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
日

本
弘
道
会
ビ
ル
８
階
計
堂
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

「社
会
教
育
の
再
構
築
」
に
つ
い
て

青
山
学
院
大
学
の
鈴
木
員
理
教
授
に
ご
計

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
車
例
研
究
と

し
て
「社
会
教
育
振
興
計
画
の
立
案
と
社
会

市
か
ら
討
師
を
お
協
き
し
貴
工
な
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
を
鈴
木
員
理
教
授
、

コ
ー
デ
イ
ネ
ー

タ
ー
を
上
保
秀
元
副
会
長
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

参
加
考
は
７
名
と
少
な
く
大
変
残

合
で
し
た
が
、

ワ
ー
ク
シ
ヨ
ツ
プ
、

情
報

交
換
会
と
も
に
群
会
で
し
た
。

文
部
科
学
省
か
ら
調
査
研
究
事
業
を
受
託

文
部
科
学
省
か
ら
訓
企
研
究
事
業
を
受

託
い
た
し
ま
し
た
。

期
問
は
８
月
１
日
～

平
成
２６
年
３
月
１４
日
ま
で
で
す
。
８
月
２８
日

（水
）、
２９
日

（木
）
に
第
１
回
　
　
委
員
会

を
　
　
す
る
予
定
で
す
。

（詳
細
は
５
頁
に
掲
戒
）

文
部
科
学
省
か
ら
委
託
事
業
を
受
託

文
部
科
学
省
か
ら
平
成
２５
年
度
「学
び
を

通
じ
た
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
支
援
事
業
」
を
受
託
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
２５
年
度
第
２
回
理
　

不　
総
会

平
成
２５
　
　
第
２
回
理
事
会
　
総
会
は
、

催
の
予
定
で
す
。

詳
細
は
郵
送
し
て
お
り

ま
す
。

ご
多
用
と
は
作
じ
ま
す
が
、

ご
予
定
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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